
「６枚のうち１」 
令和 7 年度 教科専門試験 高等学校・特別支援学校（数学） 解答例 
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① ② ③ ④ ⑤ 

コ ク カ オ ウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 

 

（１）　  を軸に関して対称移動すると

　　　　　 
      

　　　　ゆえに放物線は

　　　　　 
     

　　　　　  

（２）　放物線を  とおく。

　　　　  を軸方向にだけ平行移動する，つまり直線を軸に一致

　　　　するように平行移動すると，  

　　　　これを，軸に関して対称移動すると，  

　　　そして，軸方向にだけ平行移動すると　

　　　　　      

　　　　これが，求める放物線の方程式になるので

　　　　　   
     

　　　　　　　　　    
   

 
 
 
 
  

10 点 

２点×５ 

10 点 



「６枚のうち２」 

令和 7 年度 教科専門試験 高等学校・特別支援学校（数学） 解答例 
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番
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得 
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３ 

（１）　事象が起こる確率は



　

　　　　求める確率は，　 


 






 









（２）　ⅰ　事象が回も起こらないとき

　　　　　　


 









　　　　ⅱ　事象がちょうど回起こるとき

　　　　　　   






 









　　　　ⅰ，ⅱより求める確率は

　　　　


 












  

  

15 点 

15 点 



「６枚のうち３」 
令和 7 年度 教科専門試験 高等学校・特別支援学校（数学） 解答例 

受

験
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・ 
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教

科

科
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数 
学 

受

験

番

号 

     

得 
 
 
点 

40 点 

 

４ 

（１）  は中心  ，半径の円

　　　  は中心  ，半径の円

　　　だから，中心間の距離　   

　　　よって，円が外接するのは，　

　　　　　　　円が内接するのは，｜｜　より　

　　　ゆえに，

（２）  
   ，   

      

　　　だから，円の交点を通る図形の方程式はを定数とすると

　　　　
            

　　　これが直線となるのは，のときであるので

　　　　  

　　　これが

　　　　と一致するので，  　より

（３）（２）のとき，  は， 
    

     

　　　また，接点を        とし，接線をそれぞれ，    とすると

　　　　            

　　　　            

　　　    が点  を通るとき

　　　　          ……①

　　　　          ……②

①，②は点        が，直線      上に

　　　あることを意味している。

　　　すなわち，直線の方程式は，

　　　　      ……③

　　　となる。③をについて整理すると

　　　　      

　　　これがについての恒等式となるとき

　　　　　かつ　    





　　　よって，③はの値に関わらず定点 



を通る。

  

 
 
 

10 点 

15 点 

15 点 



「６枚のうち４」 

令和７年度 教科専門試験 高等学校（数学） 解答例 
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５ 
　　　母平均，母標準偏差，標本の大きさであるから，標本平均 は近似的に正規分布　

　　　 ，



すなわち ，



 



に従う。

　　　よって，
 





とおくと，は近似的に標準正規分布  ， に従う。

　　　したがって，求める確率は

　　　　        
 

 
６ 

（１）　       とおくと

　　　　        

　　　　　　           

　　　　　　     

　　　　よって，     　　

　　　　　　　　     

　　　　　　　　　         

　　　　     を変形すると

　　　　     

　　　　また，  

　　　　よって，数列   は初項，公比の等比数列で

　　　　　  ･
   

　　　　したがって，数列  の一般項は

　　　　　  
 

（２）　数列  の階差数列  の一般項が  
 であるから

　　　　のとき　    
 

 

   

　　　　　　　　　　　
   

 
 

　　　　よって，  
 　……①

　　　　①でとすると  が得られるから，①はのときにも成り立つ。

　　　　したがって，数列  の一般項は

　　　　　　　  
 

 
 

 

10 点 

10 点 

10 点 



「６枚のうち５」 

令和７年度 教科専門試験 高等学校（数学） 解答例 
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７ 

 

  

15 点 

15 点 



「６枚のうち６」 

令和７年度 教科専門試験 高等学校（数学） 解答例 
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８ 


























（１）　   から，   

　　　　よって，  



 

　　　　ゆえに，接線の方程式は

　　　　　



 






　　　　　

（２）　 

　　　　であるから

　　　　 である。

　　　　よって，のとき， 

　　　　ゆえに，のとき， 

（３）（２）の結果より

　　　







 



 ･




 





  

　　　　ここで，

　　　 


 

  

　　　 




 







 

　　　





 












 




 

　　　



 



　であるから

　　　



 




 



 




 



 

 
 
 
 
  

10 点 

20 点 

10 点 


